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グ ロ ー バ ル 教 育 の 教 育 内 容 開 発 に 関 す る 一 考 察
一 教授書Global Issues の場合 一
A Study of the Development of the Teaching Materials for Global Education :





























ら, W.  M.Kniep のグローバル教育のカリキュ
ラム開発論(Nex £Steps, 1987)1 にもとづいた
小・中・ 高校 のほぼ一貫 した教授書Global
Issues が開発されている。
－
藤　 原　 孝　 章
(富山大学)
本稿では， この初等，中等段 階の３つ の教授
書 印・ゐ<al Issues の教材開 発事例を分析し， グ
ロ ーバル教育 の教育内容開発の論理を明らかに
していこうと思う2。
教授書 は，初等段 階としてGlobal  Issues Ill
the Elemen £ary Classr・om  (rev.  ed.), 1993
Massachusetts Global Education Project and
Social　Science　Education.　Consortium,  1993
（以下， びlobal Issu・ 小学校版と略記）３， 中等
（ 中学 校 ） 段 階 とし てGlobal  Issues  in  the
Middle School Grades　5 － 8 (Third Edition),
1994　Social　Science　Education　Consortium,
ｌｎｃ.（以下, Global  Issues 中学校版と略記）4，
中等（高校）段階として, Kenneth A. Switzer,
Paul T. Mulloy,  and Karen Ｓｍｉth; Global
Issues  Ac び辺靤ｓ 皿d resources  for  the  High
School　Teacher  (Second　Edition),  Social
Science　Education　Consortium,　Inc.　and
Center for Teaching International Relations,
1987  (以下，印面al  Issues 高校版と略記）５の３
冊を対象にした。なお，本研究課題については，
小学校版の教授書を分析した田鎬潤（Ｃｈｏｎ Ho










学習 に重点 が置かれてい ることなどの特徴を取
り出すことがで きる。
学 習 領 域 を 構成 す る ス コ ープ の原 理 は，
Kniep のカリキュラム開発論 に基づき。現代 に




トリ ー」 という ４つの本質 的要素を学習内容領
域として いる7． 各 年齡段階で 「地球的意識 概
念」 を導入 にしてい るのは， グロ ーバ ル教育で
は， 地球の現状 や地球と人 間との全連関的な関
係性を重 視してい るからであ るs。 高校で地 球
的諸課題の学習 に重点がおかれて いるの は， よ













①文化， ②相互依存， ③希少性， ④対立，
⑤変化という，グローバル学習の５つの基本概
念をさしている。具体的には，小学校前半（Ｇ



































表１に提示したように, Global  Issues小学校
版は５領域27 事例，びlobal Issues中学校版も














表I　Global Issues 小学校版(K-6) ・中学校版(G5-8) ・高校版(G9-12) の全体構成（筆者作成）





























































G4-6　･12. こどもの権利会議 12. 先住民族の権利
G4-6　13. より近くなる世界の旅 13. 通信ネットワーク














































































（裁）ゐ<al Issue小学校版，中学 校版， 高校版を もとに作 成した。 なお，右端 の学習 領域欄 は小・中学 校版 の「大単元」で あり，II ～Ｖ は
Ｗ,Ｍ.Ｋｎｉｅｐ のいう本質的構成要 素に相当 する。 左端 の学習領域 欄は高校版の「大単元」を示す。
－ ３－
表２　初等学校（小学校）におけるグローバル学習（筆者作成）























「表中の 厂優先 順位」 シークェ ンス原理 として のカリキュ ラムの優先順位 のこと， 表３， ４について も同じ）
表 ３　 中 等 学 校 （中 学 校 ） にお け る グ ロ ー バ ル 学 習 （筆 者 作 成 ）
学年 優先順位 領域テーマ 図面ぶIssues 中学校版事例（表１）
７年 システムの理解の深化 グローバルシステム
10. システム，ｎ ．世界を手に, 12. 先住民族, 13. 通











22. 歴史的関係, 23. 言語系統図, 24. 香辛料, 25. ジャ
ガイモの力, 26.  J- ベル平和賞, 27. 人類の契機
表４　中等後期（高校）におけるグローバル学習（筆者作成）










現 代 世 界 の主 な行 為 者
(地球的課題と主な行為者)
９．海洋汚染, 10. 環境問題，ｎ ．ガソリン価格
12年 高度化，社会参加
現 代 の地 球 的 な諸 問 題
(グローカルな課題解決)
12. 天然資源, 13. 国内外の人権
これを，次の ５つの枠組 みにわけて分析 した
（表5 ）。（1）小学校における５つ の基本概念 の
探究・獲得学習の教材開発 の論理を探るために
①②③を比較す る。（2）小・中学校 における同
一 概念 探究 ・獲得学習の教材開発 の論理を探る
ために， 相互依存を例 にとって ②と④を比較す
る。（3）小・中・高校 における･匚永続的テーマ」
である地球的諸課題学習の教材 開発 の論理を探






























































































































































た」（学習領域： グロ ーバル システ ム， １時間
以上）14
この授業のねらいは，さ まざまな世 界商品を
現象的 テーマにしながら， グロ ーバル システム




レ ー０ ，ニ ンテンド ー（ゲ ーム）， ソニー（メ
ディア機器）， ピック（筆記用具）， リーボック
（ス ポーツ用品） など 厂世 界の企業」 の本 社の
あ る国を推測 する， ２） その答えを聞いて疑問
に思ったことを出し合う， ３）多国籍企業 の定
義をし， それが現代 の経済 システ ムの主要な行
為者であることを認識する， ４）発展として，
多国籍企業 の製品を調べ，発表 する， という ３
つないしは４つ の場面 から構成されてい る。
小学校事 例ｎ の 厂つながる世界」 に比べて，
身近な くらしのなかの商品とその供給 として の
貿易という社会機能理解から， 社会認識を一歩
すす め， 経済 システムの行為者 につ いて理解を
深 めている点が中学校の教材開発の特徴である。
これを小学校事例 とあわせて表 ７に示 した。
表７　小・中学校における同一概念探究・獲得学習
（相互依存概念の場合）（筆者作成）










































































































































































































工Willard. Ｍ. Kniep (ed.)  Ne. 元 了句 ｓ 匐
Global  Education  : A Curriculum  Develop 一
招四 た， Ｇわゐa7　？印町ﾌ∂ｃが四　丿刀　Educa だon
－ ８－
American Forum　1987,  New　York,  1987
（以下，本文・注ともNext  Steps と略記）。
２ カリキュラム開発の視点からの考察について
は，拙稿「グローバル教育のカリキュラムに関







年 に始まり, Kniep のカリキュラムモデルをも
とに編集 したと，作成者の一人P.  T.  Mulloy
が「謝辞」および「序文」に記している。





5 Kniep のグローバル教育の定義（“Defining ａ
Global　Education　ｂｙ　its　Content”, Social
召血cation,  Oct. 1986,  pp.  437-446) を踏ま
えて高校（G 9 -12) 用に開発し, 1987 年 に出
版したと「序文」にある。
６ 田鎬潤「小学校社会科におけるグローバル・
イシューの授業構成 一W.  M.  Kniep のグロ ー
バル教育カリキュラム構成理論に基づいて ー」
全国社会科教育学会『社会科研究』第51 号，
1999 年, 61-70 頁。
7 Next  steps, p.77･
8　Robert Ｇ. Hanvey,  An attainable Global
Perspec 七ive, New York : Center for Global
Perspectives, 1978.
(.Next 琵印<s, pp.83-114 に収録）
9 jV θ元 琵eps,  pp.152-157･
10  Next  steps, pp.151-154.
11  Global 」＆ａｓ 小学校版, pp.5-9.
12 Global  Issues小学校版, pp.57-59.
13 磑。ゐａt Issues小学校版, pp.163-168.
14 びlobal Issues中学校版, pp.67-69.
15  Global  Issues中学校版, pp.129-131.
16  Global  Issues高校版, pp.106-118.
